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　令和元年第３回定例会が９月２４日か

ら２６日まで行われました。

　補正予算、条例の改正等の議案の審議

を行い、全て原案のとおり可決しました。

　審議された議案のあらましについては

以下のとおりです。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
11
特
別

会
計
の
決
算
は
決
算
審
査
特

別
委
員
会
（
平
澤　

等
委
員

長
）
を
設
置
し
、
定
例
会
休

会
中
の
９
月
25
日
～
26
日
審

査
し
、
全
12
会
計
が
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
11
特
別
会
計

に
つ
い
て
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

◎
反
対
討
論
（
一
般
会
計
）

　
　
　
　
　

石
原　

広
務　

議
員

　

私
は
反
対
の
立
場
で
討
論
い
た

し
ま
す
。
年
号
が
令
和
に
な
り
元

年
９
月
の
議
会
で
は
平
成
30
年
度

の
一
般
会
計
決
算
の
審
査
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
昨
年
、
決
算
の
修

正
有
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
決

算
の
再
提
案
を
し
な
い
と
い
う
町

長
の
姿
勢
に
対
し
、
議
会
は
問
責

決
議
を
し
ま
し
た
。

　

数
々
の
不
祥
事
が
続
く
現
町
政

の
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
は
本
末
転
倒

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
平
成
30
年
度
一
般
会
計

決
算
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

◎
賛
成
討
論
（
一
般
会
計
）

　
　
　
　
　
　

道
高　

勉　

議
員

　

平
成
30
年
度
の
せ
た
な
町
一
般

会
計
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
監

査
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
適
正
で
あ
る

と
い
う
意
見
書
を
受
け
て
議
会
で

の
決
算
審
査
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、

私
は
こ
の
当
初
の
目
的
通
り
執
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
賛
成
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
平
成
30
年
度
健
全
化
判
断
比
率

　

並
び
に
公
営
企
業
資
金
不
足
比

　

率
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
指
標
は
、
実
質
公

債
費
比
率
で
は
８
．
２
％
、
将
来

負
担
比
率
並
び
に
公
営
企
業
資
金

不
足
比
率
は
前
年
同
様
数
字
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

　

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
第
６
条
第
７
項
の
規
定
に
基
づ

き
ま
し
て
、
せ
た
な
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　

い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

・
北
檜
山
区
若
松

 

・
田た

い井　

重
し
げ
ひ
さ久　

さ
ん
（
68
歳
）

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
と

し
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
適
任

と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。

 

・
瀬
棚
区
本
町

 

・
加か

が

や

賀
谷 

和か
ず
こ子　

さ
ん
（
57
歳
）

決

算

認

定

報

告

そ

の

他

決

算

審

査

特
別
委
員
会
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第３回定例会

令和元年度補正予算
会 計 名 今 回 補 正 額 補 正 後 の 予 算 額

一  般  会  計（ 第 ４ 号 ） 1億4415万3千円 90億989万5千円

一  般  会  計（ 第 ５ 号 ） 514万5千円 90億1504万円

特

別

会

計

介 護 保 険 事 業（第２号） 618万2千円 10億3497万2千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業（第２号） 45万4千円 6063万3千円

簡 易 水 道 事 業（第 ２号） 27万7千円 3億2906万3千円

病院事業会計（収益的収入及び支出） 1924万1千円 13億3831万8千円

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

経
済
対
策
に
関
わ
る
建
設
工
事

発
注
の
前
倒
し
４
事
業
（
瀬
棚
総

合
支
所
ス
ロ
ー
プ
等
改
修
工
事
、

瀬
棚
町
民
セ
ン
タ
ー
排
煙
窓
改
修

工
事
、
あ
か
し
や
団
地
町
営
住
宅

屋
根
塗
装
工
事
、
大
成
中
学
校
屋

上
防
水
等
改
修
工
事
）
、
農
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
等
支
援
事
業
補
助
金
、
旧

瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉
荘
財

産
処
分
納
付
金
の
追
加
等
に
よ
る

増
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

貝
取
澗
公
営
温
泉
浴
場
に
係
る

指
定
管
理
料
及
び
国
民
宿
舎
あ
わ

び
山
荘
の
指
定
管
理
料
の
精
査
な

ど
に
よ
る
増
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
車
両

購
入
、
介
護
給
付
費
負
担
金
等
返

還
金
等
の
追
加
に
よ
る
増
で
す
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
通
所
介
護

業
務
及
び
給
食
業
務
、
備
品
購
入

費
の
追
加
に
よ
る
増
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

水
道
使
用
料
等
過
誤
納
還
付
金
、

漏
水
の
修
理
資
材
費
追
加
に
よ
る

増
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

 

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

給
与
費
の
精
査
や
材
料
費
、
経

費
で
は
医
師
紹
介
手
数
料
の
追
加

に
よ
る
増
で
す
。

◎
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ

れ
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要

領
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◎
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

　

旧
瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉

荘
解
体
工
事
に
係
わ
る
補
助
金
の

返
還
が
生
じ
た
こ
と
に
対
し
、
町

理
事
者
と
し
て
の
責
任
の
所
在
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
町
長
及
び

副
町
長
の
給
料
月
額
を
減
額

（
１
ヵ
月
10
％
）
し
て
支
給
す
る

た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

◎
行
政
財
産
使
用
料
等
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
本
町
公
共
料
金
に
つ

い
て
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容

条

例
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◎
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
公
布
さ

れ
、
代
替
保
育
の
提
供
に
係
る
連

携
施
設
の
確
保
及
び
本
年
10
月
１

日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
が
無
償

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

　

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
、
代

替
保
育
の
提
供
に
係
る
連
携
施
設

の
確
保
等
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ

れ
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

の
認
定
に
係
る
改
正
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◎
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　

に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定

　

め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
公
布
さ

れ
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◎
貝
取
澗
公
営
温
泉
浴
場
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

　

国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
を
廃
止

し
、
町
民
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

菅
原　

義
幸　

議
員

　

反
対
を
い
た
し
ま
す
。
簡
単
に

申
し
上
げ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
存
続

を
要
望
す
る
関
係
住
民
の
思
い
に

全
く
反
す
る
と
い
う
こ
と
。

　

２
点
目
、
町
長
が
選
挙
で
公
約

し
た
、
存
続
す
る
あ
る
い
は
改
築

向
け
て
の
課
題
を
促
進
す
る
。
こ

の
公
約
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
行

為
で
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
も
し
そ
う
す
る
に
し

て
も
住
民
の
納
得
と
合
意
が
前
提

で
あ
り
ま
す
が
、
今
の
や
り
方
は

拙
速
で
あ
り
、
住
民
が
理
解
し
よ

う
と
し
ま
い
と
強
引
に
国
民
宿
舎

は
廃
止
す
る
ん
だ
と
い
う
町
長
の

政
治
姿
勢
有
り
有
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
の
で
反
対
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

石
原　

広
務　

議
員

　

大
成
区
民
を
欺
い
た
公
約
違
反
、

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
こ
れ
に
関
し

て
は
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

桝
田　

道
廣　

議
員

　

来
年
３
月
ま
で
の
指
定
管
理
料

が
決
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
今
こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
は
大
成
区
民

が
理
解
、
了
解
し
て
い
な
い
中
で

こ
の
件
が
通
る
こ
と
に
対
し
て
反

対
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

道
高　

勉　

議
員

　

こ
れ
ま
で
も
十
分
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
議
論
も
さ
れ
て
き
て
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
も
反
対
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
ど
も
、

理
解
さ
れ
て
い
る
町
民
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
声
を
私
は
聞
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
お
り
進
め
て
い
た
だ
い

て
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
方
に

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
託
す
と

い
う
こ
と
で
、
期
待
を
し
て
賛
成

討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

横
山　

一
康　

議
員

　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
で
討
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
国
民
宿
舎
あ
わ
び

山
荘
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
町

側
の
方
針
が
示
さ
れ
た
中
で
、
こ

れ
ま
で
貝
取
澗
温
泉
公
社
と
真
摯

な
協
議
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
議
会

側
と
し
ま
し
て
も
、
町
側
の
方
針

を
予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
そ
し

て
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
等
で
し

っ
か
り
議
論
し
、
一
定
の
理
解
に

至
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
宿
泊
部
門
に
関
し
ま
し
て

も
、
今
後
、
経
営
者
を
公
募
し
民

間
の
知
恵
や
活
力
で
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
大
成
区
民
は
も
と
よ
り
、

せ
た
な
町
民
全
体
の
健
康
増
進
、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
、
憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
原

案
に
賛
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
澤　

等　

議
員

　

せ
た
な
町
貝
取
澗
公
営
温
泉
浴

場
条
例
の
制
定
に
対
し
賛
成
の
立

場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
調
査
特
別
委

員
会
で
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
の
方

反
対
討
論

賛
成
討
論
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針
が
示
さ
れ
た
中
で
、
同
特
別
委

員
会
で
も
調
査
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
貝
取
澗
温
泉
公
社
と
協
議
を

重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
貝
取

澗
温
泉
公
社
と
町
と
の
合
意
事
項

が
確
認
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
た
も

の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

◎
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

　

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

　

化
を
求
め
る
意
見
書

１　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
し
、
林
業
・
木
材
産
業

の
振
興
と
山
村
に
お
け
る
雇
用
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
森
林
整
備

事
業
及
び
治
山
事
業
の
財
源
を
十

分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

２　

森
林
整
備
事
業
の
都
道
府

県
・
市
町
村
負
担
分
の
起
債
を
可

能
と
す
る
地
方
債
の
特
例
措
置
を

継
続
す
る
こ
と
。

３　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通

じ
て
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
の

実
情
を
十
分
に
踏
ま
え
、
森
林
整

備
か
ら
木
材
の
加
工
・
流
通
、
利

用
ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み
や

森
林
づ
く
り
を
担
う
林
業
事
業
体

や
人
材
の
育
成
に
必
要
な
支
援
措

置
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

　
　
　

提
出
議
員　

平
澤　
　

等

　
　
　

賛
成
議
員　

吉
田　
　

実

　
　
　
　

 

〃 

　
　

本
多　
　

浩

　
　
　
　

 

〃 

　
　

橋
本　

一
夫

　
　
　
　

 

〃 

　
　

大
湯　

圓
郷

　
　
　
　

 

〃 

　
　

菅
原　

義
幸

※　

意
見
書
に
つ
い
て
は
関
係
各

　
　

大
臣
宛
送
付
し
て
い
ま
す
。

意

見

書


